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モジュール間絶縁抵抗→ Rpn ： 5.00MΩ
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202209MULTI 

MSEI-200C 追記 

 

測定回路について 

・非接地回路では、パワーコンディショナとの切り離しが不要で系統連系

中でも測定可能です。 

・パネルの絶縁不良を探査する際は断路器を OFFにする必要があります。

パワーコンディショナと切り離さずに測定した場合、絶縁低下箇所の区

間判別は出来ません。 

 

一括絶縁抵抗値について 

P相絶縁抵抗値、N相絶縁抵抗値が OVER（19.99MΩ以上）表示の場合、

一括絶縁抵抗値は計算により算出できないため、表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

●測定結果表示例(10MΩの場合) 

V   ： 300.0 V               05/17 

R p ： 10.00MΩ             13：43 

R n : 10.00MΩ 

Rpn :  5.00MΩ 

発電電圧→ 

N相絶縁抵抗→ 

P相絶縁抵抗→ 

一括絶縁抵抗値→ 

●測定結果表示例(OVERの場合) 

V   ： 300.0 V               05/17 

R p ： OVER                 13：43 

R n : 10.00MΩ 

 

発電電圧→ 

N相絶縁抵抗→ 

P相絶縁抵抗→ 

一括絶縁抵抗値→ 


